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Abstract: 飲料を販売する自動販売機の横に設置してある「自動販売機専用空容器リサイクルボ

ックス」（以下、リサイクルボックス）は、資源集めを目的としている。しかし実際は、タバコ

の吸い殻や残渣など「異物」が投入されてしまい、本来の目的を達成できていない。この課題を

解決するため、つい空のペットボトル容器だけを捨てたくなる仕掛けを施した「ペットボトルつ

ぶせるリサイクル BOX」（以下、「つぶせるボックス」）を考案し、実験的に設置した。 結果と

して、本来の目的に沿った資源回収が実現した。 

 

1 はじめに 

 

清涼飲料を販売している自動販売機の横には、リ

サイクルボックスが設置されていることが多い。こ

れは、自動販売機を扱っている飲料メーカーが環境

美化・容器散乱防止および資源（主にペットボトル・

瓶・缶）回収を目的としたボックスである。しかし、

実際はタバコの吸い殻や、弁当の容器、残渣など「異

物」が投入されてしまい、本来の目的とは異なり、

ゴミ箱として機能してしまっている[1]。これを裏付

けるように、4 割以上の人がリサイクルボックスを

「ゴミ箱」と誤認している [2]という調査結果もあ

る。 

そこで本稿では、つい資源（空のペットボトル）

だけを捨てたくなる仕掛けのあるリサイクルボック

スを提案する。リサイクルボックス自体に仕掛けを

施すことで、ほぼ無人でかつ説明不要の状態で、い

つのまにか資源が集められているという状態を目指

した。具体的には、中身が見える構造にし、投入し

た資源を潰せる機構を内包させた。尚、今回は利用

者にとって分かりやすくするため、回収する資源は

ペットボトル容器のみに絞っている。また、仕掛け

については松村[3]の仕掛けの要件（FAD 要件）を満

たすことを条件として考案した。 

 

 

 

2 つぶせるボックスの仕掛け 

2.1 成功の基準 

リサイクルを目的としたペットボトル資源の理想

的な回収状態は、キャップが外され、ラベルが剥が

され、中身がすすいであり、潰されていることであ

る。主に家庭内で回収されるペットボトル資源は、

環境が整っていることもありこの条件が満たされや

すい。一方、屋外では環境に制限があり、資源さえ

回収できればその他の条件は努力目標程度である。

今回は屋外での実験のため後者に当てはまるが、実

験のため、あえて成功の基準を設定した。①ペット

ボトルのみを集める（異物を投入させない）②キャ

ップを外してもらう③中身を飲み干してもらう（洗

ってなくてよい）以上の 3 つを全て満たすことを成

功の基準とする。 

 

 

2.2 つぶせるボックスと使い方 

 

既存のリサイクルボックスとの違いは、潰せるこ

とであるため、名前を「ペットボトルつぶせるリサ

イクル BOX」とした。外観は[図 1]・[図 2]の通り。

使い方は、飲み干したペットボトルを用意し、まず

はキャップを外す。キャップはつぶせるボックスの

左側面に設置してある「キャップ専用回収ボックス」



に投入する[図 3]。キャップを外したペットボトルは

口部を下にしてつぶせるボックスの正面上部にある

投入口に入れる。その後、つぶせるボックス正面の

足元にあるペダルを足で踏みこむことで、ペットボ

トルを上下から挟み込む仕組みが稼働し、ペットボ

トルが縦方向に圧縮される。また、投入されたペッ

トボトルの口部には掃除機が設置されており、踏み

込むことで掃除機のスイッチが入りペットボトル内

の空気を吸引することで補助的に圧縮を手伝う。ペ

ダルから足を外すと、圧縮されたペットボトルがリ

サイクルボックスの下部に落ちて収集される。 

 

図 1：つぶせるボックス正面 

 

図 2：掃除機が内包されていることが見える、 

つぶせるボックス右側面. 

 

図 3：つぶせるボックス左側面に設置されている、

キャップ専用回収ボックス. 

 

 

2.3 仕掛け 

 

つぶせるボックスには、いくつかの仕掛けを施し

た。FAD 要件に沿いながら説明する。 

 

①「公平性（Fairness）」：資源回収は捨てる側・集め

る側両者の目的を果たし、誰も不利益を被らないと

言える。 

 

②「誘引性（Attractiveness）」：外観を透明 PET 樹脂

で囲い、全方位から内部構造が確認できるようにし

た。掃除機を内包しているデザインはつい試してみ

たくなる見た目になっている。また、ペットボトル

がグシャっと潰れる感覚は快感を呼び起こすと仮定

し、癖になる体験にすることも狙った。FAD 要件の

範囲ではないが、「これまでに見たことはないがゴミ

箱のようなもの」、という見た目を目指すことで「新

規性」と「親近性」を満たしていると考える。 

 

③「目的の二重性（Duality of purpose）」：つぶせるボ

ックスは、仕掛ける側の目的を「資源回収」とし、

仕掛けられる側の目的を「潰せる」とした。 

 

また、キャップ専用回収ボックスは単体で仕掛け

を施した。利用者に投げかけるアンケートをキャッ



プ専用回収ボックスの上部に印字し、「YES」または

「NO」のどちらかに回答してもらう。投入口どちら

かにキャップを入れることでアンケートに回答でき

る仕様にし、目的の二重性を満たした。なお、質問

は「ボトル to ボトル1を知っていましたか？」とし

た。 

 

 

3 実験 

 

3.1 実験概要 

  

2020 年 12 月 7 日（月）から 12 日（土）までの 6

日間、東京都渋谷区の商業施設 Shibuya CAST.（渋

谷キャスト）のガーデンスペースにて行った。実験

現場には、つぶせるボックスの他に弊社自動販売機

や、イベント概要および利用方法などを伝えるパネ

ルを設置した[図 4]。期間中の天気は良好で、6日間

通して雨天無し。リサイクルボックスの故障などで

各日の設置終了時間は一定でなく、詳細は表 1 に示

した通り。設置終了時は、つぶせるボックス投入口

や中身が隠れるようにつぶせるボックスの側面に布

を巻き付けた[図 5]。 

自動販売機では、345ml サイズの「お～いお茶緑

茶」をホットで販売し、ペットボトルを持ち合わせ

ていない人が購入できる導線を作った。通常商品見

本が並ぶフェイス部は、コミュニケーションスペー

スとして活用し、ペットボトルがつぶれるまでの様

子を連想できるように空のペットボトルを並べた

[図 6]。 

 

表 1：設置時間 

日 時間帯（時間） 

7 日（月） 

8 日（火） 

9 日（水） 

10 日（木） 

11 日（金） 

12 日（土） 

8:00～19:00（11） 

8:00～18:00（10） 

8:00～17:00（9） 

8:00～21:00（13） 

8:00～0:00（16） 

8:00～18:00（10） 

 

 

 

 

 

                                                           
1ボトル to ボトル：食品用の使用済み PET ボトルを

原料化（リサイクル）し、新たな食品用 PET ボト

 

図 4：実験現場の様子 

 

 

 

図 5：設置終了時は投入口をふさぎ 

カバーを巻き付けた 

 

図 6:自動販売機のフェイス部  

ルに再利用すること[4] 



3.2 実験結果と考察 

 

 設置期間を通して合計 268 本のペットボトルを回

収した。これは、1 時間当たり 5.1 本分の利用者が

いた計算となる。日別の集計結果は表 2 に示す。な

お、集計のタイミングは翌朝の 8:00頃、最終日のみ

当日中に集計した。 

 

表 2 

日 回収 

本数 

缶

・

瓶 

残渣 

・ 

ゴミ 

キャ

ップ

付き 

7 日（月） 

8 日（火） 

9 日（水） 

10 日（木） 

11 日（金） 

12 日（土） 

47 本 

24 本 

23 本 

22 本 

58 本 

94 本 

2 

0 

1 

5 

0 

0 

無 

無 

無 

僅か 

僅か 

無 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

6 日間合計 268本 7 少量 1 

 

利用者は大学生からサラリーマン、そして近隣の

中学生・高校生、幼稚園生や送り迎えの親など、40

代以下の利用者が目立った。成功の基準にしていた

3 つの条件①ペットボトルのみを集める②キャップ

を外してもらう③中身を飲み干してもらうはほぼ達

成したと言える。 

なお、キャップ専用回収ボックスの結果は、「YES：

ボトル to ボトルを知っていた」が 44%、「NO：知ら

ない」が 56%となった。「YES」が想定より多かったの

は、弊社から本イベントについてリリースを配信し

たことで業界関係者の来場があったためと推測して

いる。 

 

 

3.3 その他のメリット 

 

①回収効率の向上：ペットボトルが潰されること

で、ゴミ袋１枚に対する収容能力が若干あがった。

弊社営業員は、1 日の業務中、自動販売機の補充が必

要なくてもリサイクルボックスに投入されたゴミ袋

の交換のためにお客様先に訪問することも多く、業

務が非効率になっているという課題を持っている。 

②リサイクル資源の質向上：残渣はリサイクルの

過程でその効率を著しく低下させるものである。ペ

ットボトル専用にすることで残渣がなくなり、リサ

イクル資源としての質向上にもつながった。また、

重量減にもなり、回収者の負担減にもつながる。 

 

 

3.4 成功の条件を満たしてない日の考察 

 

12 月 7 日（月）の集計結果は、アルコール飲料の

空缶が 2 本確認できた。初日は筆者が現場の近くに

いたので、缶の投入は設置終了のシートをかぶせた

後に発生したと考えられる。夜の条件は基本的に期

間通して共通だが、7 日だけつぶせるボックス横に

設置した自動販売機の夜間点灯が無かった。点灯が

ないことで周辺状況が見えにくくなり、つぶせるボ

ックスがゴミ箱や通常のリサイクルボックスと誤認

され、缶が投入されたと推測している。 

 12 月 10 日（金）は、13:00 頃リサイクルボックス

が故障し、終了時のカバーをかけたのが 21:00 頃と

なった。約 8 時間にわたり、つぶせない状態でつぶ

せるボックスを放置してしまった。10 日（金）の特

徴としてはこの点があげられるため、直接的な因果

関係があるとは言い切れないが、缶や瓶、ゴミの投

入に関して、つぶせるボックスが機能していないこ

とがなんらかの要因になったと考えている。ちなみ

に、残渣については缶の投入がある日に確認された。

ペットボトルのみの回収に成功した日は、残渣は無

いに等しかった。 

 

 

4 まとめ 

 

本稿では、資源回収を目的としたリサイクルボッ

クスの課題を解決するため、ペットボトル資源の適

切な回収を誘引する仕掛けを検証した。仕掛けられ

る側の目的を「潰す」に設定したため、リサイクル

資源を集めるのに必要な「キャップを外す」や「中

身を飲み干す」行為が前提条件となり、リサイクル

に適した行動を楽しく誘引することに成功した。ま

た、仕掛けは正攻法が効かない場合に有効なアプロ

ーチであるが、仕掛けをきっかけにして適切な分別

を説明するチャンスを作ることができることも分か

った。 

2030 年にマイルストーンが設定されている SDGs

への取り組みを積極的に展開することが企業に求め

られる昨今、仕掛けによってリサイクルボックスに

それ以上の意味を持たせ、企業ＰＲの手段として活

用していける可能性も見いだせた。環境問題のよう

な、人の行動が関係してくる課題を解決に導くため

に、仕掛けは大いなる可能性を持つと考える。 
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